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む望を潜津魚

土

木

謀

土
木
課
は
市
役
所
新
分
館
の

二
階
に
農
林
課
と
並
ん
で
あ
り

ま
す
。土
木
課
に
は
、
庶
務
係
.
工

務
係
、

防
災
係
、
建
築
係
の
四

つ
の
係
が
あ
り
ま
す。

河
川
、

道
路
、
橋
梁
、

階
湾

建
築
の
工
事
に
関
す
る
仕
事
を

し
て
い
る
事
は
御
存
じ
か
と
思

い
ま
す
。

工
事
を
施
行
す
る
た
め
の
入

札
や
用
地
の
買
取
、
物
件
の
移

転
補
償
や
道
路
や
河
川
の
占
用

等
に
関
す
る
事
は
庶
務
係
で
取

扱
っ
て
い
ま
す
。

街

地

叉
工
事
の
施
工
監
督
は
工
務
.

防
災
、
建
築
の
一
=
係
で
や
っ
て

お
り
ま
す
が
、
災
害
に
よ
り
発

生
し
た
洞
川
、
道
路
橋
梁
等
の

工
事
は
防
災
係
、
都
市
計
画
、

港
湾
、
河
川
、
堤
防
道
路
、
橋

等
の
新
し
く
作
る
と
か
、
改
良

や
修
繕
的
な
工
事
関
係
は
工
務

係
で
や
り
ま
す
。

其
の
他
建
築
一
切
に
関
す
る

工
事
は
、
建
築
係
で
取
扱
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
御
相
談
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も
お
出
掛

け
下
さ
い
ま
せ
。

魚
津
市
も
新
興
都
市
と
し
て

こ
れ
か
ら
港
湾
に
、
都
市
計
画

に
叉
三
大
河
川
を
ひ
か
え
て
の

治
山
治
水
そ
の
根
本
対
策
を
樹

て
L
立
派
な
都
市
を
造
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
課
員

一
同
大
い
に

頑
接
っ
て
い
ま
す
。

海
岸
通
叶
っ
た
き

れ
い
に
じ
ま
L

L
A
で
つ
〈

voo

愈
々
四国
山
産
業
博
覧
会
魚
津

会
場
の
閉
幕
も
あ
と
間
近
に
迫

り
ま
し
た
。

水
族
館
の
建
物
が
そ
の
大
き

な
偉
容
を
大
町
海
岸
に
ほ
こ
っ

て
い
ま
す
。

屋
上
展
望
台
に
上
る
と
魚
津

の
街
々
の
屋
棋
を
は
る
か
に
立

山
連
山
が
、
そ
の
雄
姿
を
一
眺

に
牧
め
る
こ
と
が
出
来
、
後
を

見
れ
ば
白
〈
波
打
つ
美
し
い
海

岸
線
を
眼
下
に
富
山
湾
を
へ
い

げ
い
出
来
る
そ
の
美
し
さ
は
、

き
っ
と
鷺
嘆
せ
ず
に
は
お
ら
れ

な
い
程
で
す
。

今
博
覧
会
を
前
に
、
海
岸
通

内
水
面
漁
業
者
の
皆
様
え

二
、
遡
河
性
ま
す
を
目
的
と
す

る
も
の

提
出
期
間

一
月
中
〈
本
年
度
に
限

り
二
月
中
)

三
、
さ
け
を
目
的
と
す
る
も
の

提
出
期
間
九
月
中

四
、
そ
の
他
水
産
動
物
を
目
的

と
す
る
も
の

提
出
期
間
三
月
中

優
良
農
村
青
少
年
ク
ラ
ブ
及
び

ク
ラ
ブ
員
に
市
長
感
謝
状
を
贈
る

市
内
農
村
青
少
年
グ
ラ
ブ
の

一
る
も
の
に
対
し
市
長
は
次
の
通

・
一
内
昭
和
二
十
八
年
度
に
於

τそ
一り
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

の
活
動
が
他
の
範
と
す
る
に
た

一

4
H
グ
ラ
ブ
感
謝
状
受
賞
者
名
簿

と
の
た
び
内
水
面
に
お
け
る

許
可
漁
業
ハ
投
綱
、
て
ん
か
ら

綱
、
叉
綱
、
た
も
綱
、
あ
ゆ
こ

ろ
/
'
¥
鈎
等
)
の
申
請
期
限
が

変
り
ま
し
た
か
ら
、
市
役
所
商

工
水
産
課
又
は
最
寄
の
出
張
所

で
問
合
せ
申
請
し
て
下
さ
い
。

一
、
あ
ゆ
を
目
的
と
す
る
も
の

提
出
期
間

四
月
中
ハ
こ
ろ
/
¥
釣

漁
業
は
七
月
中
)

n n 体団 | 区別

野 中 木 寺

道坂親睦会

受

崎 村 下 崎
賞

栄 美
=口b 治 晃 夫 者

‘たし上向フ稲k 

にの

り
一
帯
を
き
れ
い
に
し
て
お
り
一
え
汚
物
を
捨
て
た
り
し
な
い
よ

ま
す
。
私
達
の
め
ぐ
り
の
自
然
一
ろ
に
お
互
い
注
意
し
ま
し
ょ

を
よ
り
美
し
く
す
る
為
に
海
岸
一
号
。

魚

津

城

、
魚

津

城

魚
津
城
は
旧
魚
津
町
の
殆
ん

ど
中
央
に
あ
っ
て
、
本
丸
の
跡

に
は
現
在
大
町
小
学
校
と
、
火

護
神
愛
宕
神
社
が
あ
り
ま
す
‘

こ
L
十
数
年
前
ま
で
は
、
域
社

に
ふ
さ
わ
し
い
老
怯
の
大
樹
が

六
、
七
本
も
本
丸
の
周
囲
に
鋒

え
立
っ
て
、
史
跡
と
し
て
の
価

値
を
充
分
添
え
て
い
ま
し
た
が

一
本
枯
れ
、
二
本
枯
れ
し
て
、

最
後
の
一
本
は
常
盤
の
訟
と
愛

称
さ
れ
、
つ
い
最
近
ま
で
市
民

に
親
ま
れ
て
い
ま
し
た
の
に
、

火
災
に
会
い
、
切
り
倒
さ
れ

て
、
今
は
其
の
切
株
の
み
が
残

っ
て
い
ま
す
。

本
丸
に
あ
る
愛
宕
神
社
は
、

天
正
年
問
、
城
主
椎
名
右
衛
門

尉
が
、
本
械
の
守
神
と
し
て
、

配
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
落

城
と
共
に
廃
社
と
な
り
、
元
総

十
六
年

ハ四

一
七
0
=
一
〉

今
か

ら
二
百
五
十
年
前
、
時
の
町
奉

行
半
田
次
大
夫
及
び
嘉
永
二
年

ハ西

一
八
四
九
〉
今
か
ら
百
年

前
奉
行
平
岡
右
近
の
二
氏
が
改

築
再
興
し
、
一
郡
の
火
護
神
と

し
て
尊
崇
し
た
も
の
で
、
現
在

の
あ
の
立
派
な
石
垣
は
、
古
い

由
緒
を
物
語
っ
て
い
る
様
で
あ

り
ま
す
。

此
の
械
は
北
は
海
に
臨
み
、

南
は
沼
沢
地
を
控
え
、

東
は
神

明
川
、
西
に
は
角
川
を
有
す
る

要
崖
な
純
然
た
る
平
械
で
あ
っ

て
、
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の
丸

は
土
畳
と
石
垣
を
築
き
、
南
に

揚
手
橋
、
西
に
大
手
門
を
築
い

た
が
、
今
は
二
の
丸
辺
の
土
畳
、

石
垣
を
僅
か
に
残
し、

堀
の
一

部
も
防
火
池
と
し
て
、

残
っ
て

い
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

当
時
の
本
丸
は
東
西
六
十
間

南
北
五
十
三
問
、
二
の
丸
の
広

さ
は
、
南
北
九
十
六
問
、
東
西

百
二
聞
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、

天
明
五
年
ハ
西
一
七
八
五
〉
今

か
ら
百
八
十
九
年
前
に
警
か
れ

た
地
図
に
依
っ
て
、
魚
津
城
祉

の
大
略
を
知
る
事
が
出
来
ま

す。
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此
の
械
は
鎌
倉
初
期
に
は
小

戸
披
と
い
っ
て
、
桃
井
小
四
郎

の
築
披
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
当
時
は
只
単
に
一
保

畳
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

天
文
二
十
三
年
ハ
西
一
五
五

四
〉
今
か
ら
約
四
百
年
前
、
板
一

倉
刑
部
政
広
が
、
こ
の
誠
に
拠
』

っ
て
い
た
時
、
上
杉
謙
信
は
席
一

捲
の
勢
を
も
っ
て
、
魚
津
減
を
一

囲
ん
で
遂
に
落
披
せ
し
め
た
。

此
の
時
謙
信
初
雁
の
声
を
聞
い

て
武
士
の
鎧
の
袖
を
肩
し
き
て

枕
に
近
き
初
雁
の
声

と
歌
っ
て
野
戦
の
情
景
を
現
わ

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
こ
の
歌
碑
は
常
盤
の
桧
の
根

本
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
E
六
年
(
西
一
五
七
入
〉

上
杉
景
勝
が
此
の
城
を
修
築
し

河
田
豊
前
や
、
吉
江
織
部
な
ど

を
将
と
し
て
守
ら
せ
て
い
ま
し

た
が
、
天

E
一
O
年
五
月
、
景

勝
の
武
将
三
千
八
百
の
精
兵
を

以
っ
て
、
魚
津
城
を
守
る
に
及

ん
で
、
織
田
信
長
は
其
の
武
将
、

紫
田
勝
家
、
佐
々
成
政
、
前
田

利
家
等
四
万
八
千
の
大
兵
を
以

て
越
中
に
攻
め
入
り
、
魚
津
域

を
囲
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。

。
魚
津
披
の
戦

天
E
一
O
年
春
、
柴
田
勝
家

は
越
後
の
国
を
拝
領
し
た
が
、

此
の
地
方
に
剛
強
の
聞
え
高
い

武
将
で
あ
る
上
杉
氏
の
権
威
が

強
く
、
附
近
の
大
半
は
景
醤
の

手
に
帰
し
て
い
た
の
で
、
と
の

剛
敵
を
屠
り
演
す
よ
り
外
に
な

い
と
軍
議
が
一
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
上
杉
氏
の
忍
び
の
者
が

聞
い
て
、

直
ち
に
景
勝
巳
知
ら

せ
た
の
で
、

景
勝
は
越
後
の
国

長
島
の
城
主
吉
江
喜
四
郎
、
同

国
築
地
の
中
条
越
前
守
を
始
め

と
し
て
、
士
大
将
凡
そ
十
三
人

を
し
て
、
魚
津
践
を
守
ら
し
め

ま
し
た
。
〈
以
下
次
号
に
続
く
〉
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グ
出
漁
準
備
期
に
入
る
μ

祈
願
祭
。
γ
挙

行

魚
津
市
出
漁
団
恒
例
の
航
海
安
全
、
大
漁
祈
願
祭
を
二
月
二

十
二
日
午
後
一
時
大
町
ト小
学
校
新
講
堂
で
神
式
に
よ
り
挙
行
し

昭和29年 2月15日発行

ま
す
が
、
当
日
は
出
漁
者
の
壮
行
会
を
兼
ね
優
良
団
員
の
表
彰

も
行
い
ま
す
。

魚
津
市
の
漁
民
は
北
洋
に
於

け
る
漁
拶
術
に
長
じ
、
各
地
よ

り
そ
の
船
頭
を
当
市
に
求
め
る

の
で
、

遂
年
増
加
を
辿
り
、

昭

和
ご
十
六
年
度
は
館
長
数
約
六

十
名
で
あ
っ
た
の
が
、
本
年
は

約
百
四
十
名
を
見
込
ま
れ
る
に

い
た
り
、
従
っ
て
そ
れ
と
共
に

乗
組
員
も
次
第
に
増
加
し
、
今

年
は
一
千
名
を
越
え
る
も
の
と

想
保
さ
れ
ま
す
。
そ
の
大
半
は

既
に
館
、王
と
契
約
を
終
り
、
祈

願
祭
終
才
後
遂
次
、
船
戚
は
汽

車
で
出
漁
に
出
掛
け
ら
れ
ま
す

主
と
し
て
北
太
平
洋
、
千
島
列

報広市

天
測
航
法
講
習
会

二
月
二
十
日
開
講

・

津

舵
舶
航
行
に
於
け
る
般
の
位

置
を
知
る
と
云
う
事
が
、
船
長

の
最
も
苦
心
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

‘
今
回
太
陽
の
高
度
測
定
所
誇

天
測
航
法
の
諮
習
会
が
、
漁
業

魚、

協
同
組
合
の
後
援
で
、
舵
長
約

百
名
の
受
講
を
予
定
し
て
、
次

に
よ
り
開
催
し
ま
す
か
ら
、
受

い課講
。水希
産望
係者
ま tま
で市
お役

届~
け !21

下 示
さ 産

一
、
期
間

一
一
月
二
十
日
よ
り

=
一
週
間
ハ
予
定
〉

(第38号)

一
、
時
間

午
後
六
時
よ
り

午
後
九
時
、ま
で

一、
d

講
師

高
島
清
三
郎
氏

一
、
場
所

島
の
鮭
鱒
流
綿
漁
業
、
ア
リ
ユ

1

シ
ヤ
シ
列
島
沖
の
母
般
式
鮭

鱒
漁
業
又
は
蟹
工
舵
漁
業
に
従

事
し
ま
す
。

街
出
漁
者
は
昭
和
二
十
九
年

度
分
団
費
(
舷
頭
二

O
O
円、

一
般
団
員

一
O
O円
〉
と
祈
願

祭
出
席
の
有
無
を
最
寄
り
舵
頭

ハ評
議
員
)
に
届
け
、
必
ず
団
に

加
入
し
て
出
泊
し
て
下
さ
い
。

ハ写
真
は
祈
願
祭
当
日
出
漁
者

に
贈
ら
れ
る
大
漁
手
拭
〉

本

年

度

市

内

中

学

校

卒

業

見

込

者

動

向

今
年
三
月
市
内
中
学
校
を
卒
一
い
ま
す
。
新
し
く
社
会
に
出
る

楽
す
る
者
が
八
百
九
人
も
い
ま
一
方
々
を
先
輩
社
会
人
と
し
て
温

す
が
、
そ
の
卒
業
者
は
大
体
左
一
く
迎
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

の
通
り
自
分
の
希
望
を
述
べ
て
一

のも〈働で宅自 者るす望希を職就で外以宅自 者望希学進 卒

業 区

そサ卸製建鉱漁農

そ公サ他の公益事輪遅害その卸1車古:Jti 製建海農
定全 見

計
l売 計 l 計

込
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第

二

回

農

村

青

少

年

ク

ラ

グ

研

究

実

績

発

表

大

会

開

催

// 

保
温
折
衷
苗
代
と

水
苗
代
の
比
較

一

月

二

十

六

日

か

ら

=

月

十

日

ま

で

一
月
=
十
六
日
ハ
火
〉

群
馬
県
佐
波
郡
境
町
議
会
議

員
等
行
政
視
察
の
た
め
来
市

石
原
産
業
株
式
会
社
か
ら
下

村
技
師
長
等
本
市
視
察
の
た

め
来
市

全
=
十
七
日
(
水
〉

天
神
地
区
有
線
放
送
施
設
完

成
し
初
放
送
を
行
う

全
二
十
九
日
(
金
〉

稿
島
県
喜
多
方
町
外
六
ケ
村

の
農
業
委
員
会
長
等
行
政
視

察
の
た
め
来
市

岐
阜
県
養
老
郡
町
村
会
よ
り

行
政
視
察
の
た
め
来
市

魚
津
市
読
楽
関
芸
振
興
会
結

成
総
会
開
催

一
一
月
一
日
(
月
〉

富
山
博
魚
津
会
場
協
賛
会
発

!ゐ
分4

ik 
~ 

}$-

メ
ー
タ
ー
と
凍
結
防
止

に
つ
い
て

ま
だ
寒
気
の
厳
し
い
日
が
続

く
今
日
此
頃
で
す
。

水
道
水
の
凍
結
防
止
に
つ
い

一
て
は
、
一
月
十
五
日
号
で
御
知

一
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
当
市
は
計

一
量
給
水
で
あ
る
為
、
節
約
を
主

一と
さ
れ
て
完
全
に
水
を
止
め
ら

松 力日 木
倉 積青下

耕輿竪琴新
友農即ら

会会プ

島中
沢村
峯慶
行一

関
口

進

会
式

全
四
日
ハ
木
〉

県
主
催
の
合
併
市
町
長
、
地

方
事
務
所
長
会
議
に
市
長
出

席
全
五
日
(
金
)

4
H
グ
ラ
プ
研
究
発
表
会

企
六
日
(
土
〉

岐
阜
県
羽
島
郡
竹
ケ
鼻
町
長

等
行
政
視
察
の
た
め
来
市

全
七
日
ハ
日
〉

市
職
員
採
用
試
験
施
行

企
八
日
ハ
月
〉

市
議
会
厚
生
委
員
会
開
催

福
井
県
敦
賀
郡
中
郷
村
長
等

行
政
視
察
の
た
め
来
市

全

九

回

(

火

)

福
井
県
大
野
郡
虎
谷
村
長
等

、
行
政
視
察
の
た
め
来
市

れ
ま
寸
の
で
凍
結
を
し
て
器
具

や
管
を
わ
る
事
が
多
い
の
で
す

が
水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、
チ
ヨ

ロ
/
¥
水
が
出
て
い
る
程
度
で

は
殆
ん
ど
作
用
を
し
ま
せ
ん
か

ら
、
凍
結
に
よ
る
器
具
の
破
損

を
考
え
合
は
せ
る
と
、
冷
え
る

晩
は
、
お
忘
れ
な
く
給
水
栓
を

一
寸
開
け
て
お
く
事
が
得
策
と

考
へ
ら
れ
ま
す
。

.
筒
メ
ー
タ
ー
検
針
の
都
合
上

鉄
蓋
の
上
に
は
、
物
を
置
か
な

い
様
に
し
て
下
さ
い
。

図
書
館
え
来
る

の
に
遠
い
方
や

ひ
ま
の
な
い
人

は

/

貸
出
文
庫
を
利
用
し
て
下
さ

、ν職
場
や
婦
人
会
、
青
年
団
、

町
内
会
な
ど
の
組
織
を
通
し

て
、
お
申
込
み
下
さ
い
。

手
続
は
簡
単
で
す
。

オU尾
花p
~ 
L 

「
問
」
昨
年
度
の
凶
作
の
打
開

策
の
一
つ
と
し
て
、
一
疏
菜
を
経

営
の
中
え
取
り
入
れ
、
合
理
的

な
栽
培
を
行
い
た
い
と
思
つ
。て

居
り
ま
す
。
然
し
最
近
の
疏
菜

の
阪
売
状
況
を
み
る
と
価
格
の

変
動
が
多
い
の
で
不
安
を
感
じ

ま
す
。
ど
ん
な
作
物
を
ど
の
時

期
に
栽
培
し
た
ら
有
利
で
し
ょ

う
か
。

「
答
」
最
近
に
お
け
る
疏
葉
の

需
給
状
況
を
検
討
し
て
み
ま
す

と
需
要
の
面
で
は
食
生
活
の
改

善
、
或
は
ピ
タ
ミ
シ

績

を
多

量
に
.含
む
保
健
野
菜
の
摂
取
の

栄
養
的
見
地
の
点
等
か
ら
し
て

も
葉
菜
類
を
主
と
し
て
他
の
読

菜
類
を
も
含
め
て
年
々
そ
の
需

要
最
が
増
加
し
つ

L

あ
り
ま

す
。
一
方
供
給
の
面
に
お
い
て

は
こ
れ
等
の
需
要
に
応
ず
る
為

に
相
当
な
栽
培
反
別
も
あ
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
が
、
最
近
ニ
ー

三
年
は
病
虫
害
の
発
生
極
め
て

111の践す
入
T
i
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出生Z
死亡Z

一
回
二
十
加
か
ら
三
十
加

ま
で
貸
出
し
い
た
し
ま
す
。

期
間
は
約
一
ヶ
月
で
す
。

勿
論
無
料
で
す
か
ら
、
と
に

か
く
御
相
談
に
来
て
下
さ
い

定
期
コレ
ンコ
・サ l 
開 I t: 
催ト
の(
お六・
知二
ら回
せ)

ど
な
た
も
御
気
軽
に
お
い
で
下

さ
い
。

曲

目

ペ

1
ト
グ
エ
シ
作
曲

受
響
曲
第
七
番
外

指
揮
ナ
イ
ゲ
シ
・
ヨ
ツ

フ
ム

33人

多
く
、
此
の
為
め
生
産
を
不
安

定
な
も
の
と
し
、
是
れ
が
原
因

と
な
っ
て
価
格
の
変
動
も
多
い

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
然
し
今
后

の
需
要
量
の
増
加
等
を
考
え
て

行
く
な
ら
ば
、
以
前
の
知
き
生

産
費
の
半
分
に
も
足
ら
な
い
様

な
低
価
格
で
版
売
さ
れ
る
事
は

ま
ず
/
¥
少
い
と
考
え
て
も
良

い
と
思
は
れ
ま
す
。

有
利
な
作
物
と
し
ま
し
て
は
、

適
地
適
作
の
原
則
に
従
い
、
特

産
的
な
作
物
で
あ
る
玉
葱
、
根

深
葱
を
始
め
と
し
、
葉
煙
草
跡

作
の
白
菜
や
里
芋
等
で
あ
り
ま

す
。
市
内
供
給
用
と
し
て
は
、

簡
単
に
下
肥
だ
け
で
栽
培
出
来

る
葉
菜
類
と
か
、
三
月
未
に
播

種
七
て
六
月
中
下
旬
に
政
穫
出

来
る
人
参
、
大
根
、
馬
鈴
薯
が

有
利
で
あ
り
ま
す
D
-

叉
山
畑
の

多
い
地
帯
で
は
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の

栽
培
も
有
望
と
思
い
ま
す
。

2 8 {!r-

6人

1 fr-

講

其
の

一

二
月
十
八
日
午
後
一
時
半
よ
り

場
所
魚
津
西
部
中
学
校

鰯
和
閥
均
九
吋
ム
ロ
鉛
共
催

講
師

演

ム、
~ 

北
日
本
新
聞
編
集
局
長

中

山

輝

先

生

「
最
近
の
国
際
情
勢
」

其
の
二

一
一
月
二
十
三
日
午
後
一
時
半
よ
り

場
所
大
町
小
学
校

魚
津
市
学
校
体
育
保
健
会
主
催

講
師

金
沢
大
学
教
授

医
学
博
士

倉

知

与

志

「
視
力
と
視
覚
教
育
」

-
般
公
開
で
す
か
ら
多
数
御
出
願
い

ま
す
D

放

浪

犬

か
な

く

し

よ

") 

放
浪
犬
を
な
く
す
る
こ
と
は

狂
犬
病
予
防
の
上
か
ら
最
も
大

切
な
事
な
の
で
す
。
そ
と
で
狂

犬
病
予
防
員
が
、
犬
山
り
捕
監
人

に
犬
の
捕
監
を
や
ら
せ
て
い
る

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
狂
犬
病
予

防
上
最
も
必
要
な
犬
の
捕
獲
を

邪
魔
し
て
い
る
人
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
捕
獲
の

実
施
が
上
ら
な
い
ば
か
り
か
、

狂
犬
ま
で
も
逃
が
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
放
浪
犬
を
か
く
し
た

り
捕
獲
人
の
業
務
を
邪
踏
す
る

こ
と
は
丁
度
き
よ
ろ
惑
な
殺
人

犯
を
か
ば
っ
た
り
逃
が
し
て
や

っ
た
り
す
る
の
と
同
じ
こ
と
で

す
か
ら
、
捕
獲
に
協
力
す
る
事

は
ひ
い
て
自
分
の
身
を
狂
犬
病

よ
り
守
る
こ
と
ふ
な
る
わ
け
で

す。「
飼
犬
が
不
用
に
な
っ
た
時
」

犬
を
飼
っ
て
い
る
と
牝
の
場

合
に
は
子
犬
を
生
み
、
生
れ
た

子
犬
は
最
初
こ
そ
近
所
の
人
や

友
人
親
戚
で
貰
っ
て
呉
れ
ま
す

が
、
度
重
な
る
と
貰
手
が
な
く

な
り
、
因
っ
て
野
原
や
川
辺
に

捨
て
る
と
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
と
れ
は
放
浪
犬
を
増
や
し

男
女
産死

婚姻

離婚

市
内
二
九
七
名
の
グ
ラ
ブ
員
一
比
べ
て
一
段
と
進
歩
の
跡
が
見

は
各
自
農
業
改
良
や
生
活
改
善
一

ら
れ
た
が
真
剣
な
る
研
究
と
永

に
関
す
る
プ
ロ
ジ
グ
ト
を
も
っ

一
い
聞
の
苦
労
を
組
め
ら
れ
た
図

て
日
夜
努
力
し
て
い
る
の
で
あ

一
表
が
少
さ
く
判
り
に
く
い
と

る
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
グ
ト
の
成

一
と
、
観
察
の
不
充
分
な
る
も
の

果
を
発
表
し
会
員
相
互
の
研
鎖

一
が
あ
っ
た
の
で
、
今
後
こ
れ
等

と
農
業
の
改
良
発
達
、
生
活
改
一
の
点
に

一
段
と
工
夫
が
必
要
で

善
に
工
献
し
ベ
く
去
る
九
日
市

一
あ
る
。

役
所
議
場
に
お
い
て
会
員
約
百
一
向
発
表
者
十
四
名
の
内
次
の

名
参
集
の
上
附
和
二
十
八
年
度
一

入
賞
者
に
市
長
賞
が
贈
ら
れ
た

の
研
究
実
績
発
表
大
会
が
開
催

一
叉
優
良
団
体
と
し
て
蛇
田
興
農
、

さ
れ
た
。
本
年
度
は
昨
年
度
に

一
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

順

位

題

目

ク

ラ

プ

員

氏

名

一
秀
位
畑
地
に
於
け
る
施
肥
改
善
小
川
寺
岡
好
会
古
川
政
三

一
優
位
無
硫
酸
根
肥
料
を
使
っ
て
蛇
ι

田
興
農
会
藤
森
孝
一

7
水
稲
施
肥
管
理
の
一
考
察
大
海
時
グ
会
宮
野
義

一

一
良
位
繍
石
白
肥
培
に
関
十
る
体
蛇
回
興
農
会
藤
森
孝
一

一

昨
町
帽

一
'
副
業
養
鶏
に
関
す
る
一
考

魚
津
漁
業
協
同
組

一
J

察

・

・

合

一
グ
葱
の
品
種
比
較
に
つ
い
て

一
、
受
講
料
玉

O
O円

一

演
奏

ベ
ル
リ
シ
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー

(
ド
イ
ツ
、
グ
ラ
マ
ホ
シ
長
時

間
レ
コ
ー
ド
使
用
)

日
時

二
月
二
十
日
(
土
〉

よ
る

七
時
半
よ
り

場
所

市
立
図
書
館
ホ

1

ル

ひ
い
て
は
狂
犬
病
を
増
加
す
る

原
因
と
な
る
の
で
す
。
生
れ
た

子
犬
を
飼
い
た
く
な
く
、
且
つ

貰
手
も
な
い
場
合
は
魚
津
保
健

所
に
お
持
ち
下
さ
い
。
持
っ
て

行
か
れ
な
い
事
情
が
あ
る
と
き

は
、
御
通
知
下
さ
れ
ば
保
健
所

で
と
り
に
行
き
ま
す
。
叉
子
を

生
ん
で
困
る
塚
合
に
は
、
簡
単

な
避
妊
手
術
の
方
法
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
近
所
の
獣
医
さ
ん
の

処
に
行
け
ば
簡
単
に
や
っ
て
も

ら
え
ま
す
。
野
良
犬
の
掃
蕩
は

今
一
番
よ
い
時
な
の
で
す
。
保

健
所
で
も
左
の
通
り
買
上
げ
を

実
施
致
し
ま
ず
か
ら
御
協
力
願

い
ま
す
。

一
、
野
良
犬
買
上
期
日

一
一
月
十
八
日
ー
一
一
一
月
十
二
日

ご、

買
上
げ
金
抑
制

ハ
大
〉
五

O
円

ハ
中
〉
四

O
円

〈
小
〉
コ

O
円

三
、
買
上
場
所
魚
津
保
健
所

日
曜
祭
日
を
除
く
、
犬
持
参
の

時
は
印
章
を
持
参
下
さ
い
。


